
海外を旅する人へ －海外渡航ベテランからの一言－ 
エピソード 7
「ドイツ 東ベルリンを歩く」

 ドイツが東ドイツと西ドイツに分割されていたことを知る人も少なくなったかもしれな

い。メルケル首相も出身は旧東ドイツだったと思う。そのころ西ドイツの首都はボンだった。

東西ドイツ時代のベルリンは、共産圏の東ドイツの中で、西ベルリン地区だけが西側世界だ

った。途中から、東西ベルリンを隔てる「ベルリンの壁」が建設され、基本的に東西の行き

来ができなかった。その後のベルリンの壁崩壊から、25 年以上経過しているのに、東西ベ

ルリンを結ぶ地下鉄は途中で途切れて工事中だったりする。

その旧東ベルリン地区のアレクサンダー広場近くの国際会議場で会議があった。東ベル

リン地区は、共産圏でよく見られる画一的な構造のアパート、ビルが建ち並び、道路の信号

機のマークは、「アンペルマン」が使われている。

東ベルリン地区の歩行者用信号機は「アンペルマン（信号男）」が使われている

右図の「赤いアンペルマン」の「立ち止まれ」のときの表示

「アンペルマン」は人気のあるキャラクターらしく、関連グッズも販売されている。女子の

キャラクターは、「アンペルフラウ」で、山岳で有名な「ユングフラウ・ヨッホ」の「フラ

ウ」と同じ「婦人」である。

アレクサンダー広場には、「カリーブルスト」を売り歩く売り子もいる。近くには、老舗

のレストランがあり、ナポレオンが座ったという椅子がある。
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  フランクフルトソーセージを焼いて、   ガスボンベを背負って、 
カレーソースをかけた「カリーブルスト」   ソーセージを焼き、  
（東ベルリン名物）             熱々の「カリーブルスト」を売る売り子 
  

  

 旧東ベルリン地区にあった「ブランデンブルク門」（観光名所） 
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  アンペルマン、アンペルフラウマークの財布、ペンケース、フリーバッグ 

  
100 年以上前からあるという老舗レストランの外観 
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ナポレオンが、ベルリン占領したときに座ったというレストランの古い椅子（バッグの置い

てあるところが座面） 

 
このレストランで提供している豚足のオーブン丸焼き、ポテトとザウアークラウト添え 
 
ベルリン市内の外れには、ベルリン自由大学などのキャンパスと共に、住宅街の一角に広

い農場が残っており、「ドメーネ・ダーレム野外博物館」と言って、有機農業を実践してい

る場所もある。ドメーネとは、荘園領主の農場くらいの意味であるらしい。 
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ドメーネ・ダーレム野外博物館（旧西ベルリン地区） 
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ベルリン中央駅は東西ドイツ統合後に作られた新しい駅 
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駅のキオスクで売られているサンドイッチのパンも具材もいろいろ 

 
ベルリン中央駅構内のサンドイッチ店 
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ベルリン市内には、戦災で破壊された当時の巨大写真パネルがあちこちに展示されている 
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つぎは、ベルリンの隣町ポツダムにあるサンスーシー宮殿。ベルリンは爆撃で破壊し尽く

されているのに、ポツダム宣言で有名なポツダムは、戦火の影響がほとんどない。サンスー

シー宮殿内の見学は人数制限があって入れなかったが、靴を履いたままその上から履く巨

大スリッパがあるらしい。サンスーシー宮殿のまわりにも、たくさんの宮殿があり、全体が

公園になっている。 
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サンスーシー宮殿の下は、ブドウの段々畑や花壇になっている。 
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